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定期監査の結果報告について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１項及び第４項の規定に基

づき、令和７年度の定期監査（第１期）を横手市監査基準に準拠して実施したので、

同条第９項の規定により、次のとおり結果を報告します。 

 この監査結果に基づき、又はこの監査結果を参考として措置を講じたときは、同

条第１４項の規定により通知願います。 
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令和７年度 定期監査報告（第１期） 

 

１ 監査の期間及び対象課等 

令和７年４月２日（水）～令和７年７月２８日（月） 

実地監査日 対象課等 （１９機関） 

５月 ９日（金） 農業振興課、農林整備課、議会事務局、財政課 

５月１５日（木） 

食農推進課、大雄ふるさとセンター「ゆとりおん大雄」、図

書館課、横手図書館、増田図書館、平鹿図書館、雄物川図書

館、大森図書館、十文字図書館 

５月２０日（火） 
平鹿ときめき交流センター「ゆっぷる」、大森林業者等休養

福祉施設「さくら荘」 

５月２２日（木） 
横手の魅力営業課、観光おもてなし課、企業誘致課、商工労

働課 

 

２ 監査の範囲 

  地方自治法第１９９条第１項及び第４項の規定に基づき、令和６年度（令和６

年４月１日から令和７年３月３１日まで）における財務に関する事務の執行状況

及び経営に係る事業の管理状況について、法令に適合し、正確に行われ、最少の

経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合理化に努めているか

行政監査的要素を取り入れ実施した。 

 

３ 監査の方法 

事前に各課等から、職員業務担当一覧、補助金の状況、契約一覧、公金収納状

況及び施設の各種法令に基づく点検状況等についての資料提出を求め、諸帳簿等

関係書類を抽出調査するとともに、関係職員に対する質問や実査等の方法により

監査した。 

 

４ 監査の着眼点 

監査の主な着眼点は、次のとおりである。 

（１）収入事務及び支出事務は、適正に行われているか。 

（２）補助金等の事務手続きは、関係法令等に基づき適正に行われているか。 

（３）契約事務は、関係法令等に基づき適正に行われているか。 
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（４）施設の維持管理及び消防法等に基づく防火・防災対策は、適正に行われてい

るか。 

（５）行政財産使用許可事務手続きは、適正に行われているか。 

（６）服務関係の手続きは適正に行われているか。 

（７）物品の管理は適正に行われているか。 

（８）事務の執行が、法令に適合するとともに、市の条例、規則等に適合し、事務

総括課で示している電子決裁マニュアル等に基づく、適正な事務処理となっ

ているか。 

（９）前回の監査で指摘した事項が適正に改善されているか。 

 

５ 監査の結果の大要 

令和７年度第１期の定期監査は、本庁各課、議会事務局、図書館課、市営温泉

施設を対象とし、公金の取扱いをはじめ財務事務処理等が関係法令に基づき適正

に行われているかを監査した結果、監査した範囲においてはおおむね適正に行わ

れているものと認めた。 

なお、主な所見は次のとおりであるが、個別の指摘、又は意見・要望事項につ

いては、「別添 監査の結果」に記載した。 

 

（１）収入事務について 

   公金及び準公金の取扱いにおいて、取扱マニュアルに沿った処理を行ってい

ない課やマニュアルに誤りのある課が見受けられた。公金等の適正な取扱いの

ため、横手市会計事務規則並びに横手市公文書管理規則を改めて確認し、適正

な事務処理に努めていただきたい。 

 

（２）補助金事務について 

   実績報告書等の事務処理において、財政課及び経営企画課への合議を行って

いない課が見受けられた。横手市事務決裁規程を再度確認していただきたい。 

 

（３）契約事務について 

   課等において行う契約（横手市契約規則第７０条により契約事務の権限を委

任された課長が行う契約）において、収受文書の決裁が年度内に完了していな

い課や、収受すべき文書を収受していない課が見受けられた。地方自治法施行

令及び横手市契約規則等を再度確認し、適正な事務処理に努めていただきたい。 
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（４）財産管理について 

   行政財産において、使用許可手続きと許可書の記載に不備のある課が見受け

られた。地方自治法施行令や横手市物品規則等を再度確認し、適正な事務処理

に努めていただきたい。 

 指定管理施設において、維持管理の修繕に関して市の対応が異なる例が見られ

た。施設の性格や機能に応じて協定内容を改めて確認していただきたい。 

 

６ まとめ 

今回の監査の結果、前述のような改善を要する点や書類等の不備が見受けられ

た。日常の事務執行にあたっては、法令等をその都度確認し、特に横手市公文書

管理規則と横手市事務決裁規程に沿った適正な事務処理に努めていただきたい。 

指摘のあった事項については、今後同様の指摘を受けることのないよう、管理

職員等による組織的なチェック体制の確立と指導を徹底するとともに、指摘事項

に対する措置状況を監査委員に報告していただきたい。 

また、大要で指摘のあった事項の事務を統括する立場にある課等においては、

指摘事項を全庁的なものと捉え、担当部長と協議の上で改善策を講じていただき

たい。 

 

軽易な指導事項については、その都度、監査会場において関係職員に改善を指

示したので記述を省略する。 

なお、今回の監査報告から監査した事項や確認を行った項目などを記載するよ

う、監査報告書の形式を改めたことを申し添える。 
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